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平
成
28
年
度
の
各
会
計
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
普
通
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、

約
６
億
６
７
２
９
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
企
業
会
計
を
含
め
た
す
べ

て
の
会
計
で
も
収
支
が
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
に
お
い
て

も
財
政
状
況
は
健
全
性
を
示
す
結

果
と
な
り
、
引
き
続
き
良
好
な
財

政
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
歳
入
で
は
、
地
方
交

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

付
税
に
大
き
く
依
存
す
る
一
方
で

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
歳
出
で
は
、
急

速
に
進
む
高
齢
化
に
よ
っ
て
医

療
・
介
護
給
付
費
な
ど
の
社
会
保

障
に
関
す
る
経
費
の
増
加
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後

は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心

に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
の
大

規
模
改
修
や
修
繕
、
建
替
な
ど

の
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
う
税
収
の
減
少
な
ど
に
よ
っ

て
、
歳
出
に
見
合
う
歳
入
の
確
保

は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
が
７
・
３
％
の
減

　
平
成
28
年
度
の
普
通
会
計
歳
入

総
額
は
、
対
前
年
度
比
４
億
３
０

７
０
万
円
、
４
・
４
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防
庁
舎
建

築
に
伴
う
基
金
繰
入
金
が
増
加
し

た
一
方
、
地
方
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
町
の
主
要
な
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
は
対
前
年
度

比
４
億
１
０
３
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。地
方
交
付
税
は
、

町
村
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
が
平

普
通
会
計　

歳
入

■普通会計
一般会計と凶荒予備事業特別会計を合算し１つ
の会計としたもの
■町税
町民の皆さんに納めていただく税金（町民税や
固定資産税など）
■地方交付税
町が一定の行政サービスを行うために、国から
町に交付されるお金
■地方譲与税
国税として徴収したものを、国が町へ譲与した
お金

用語の解説（1）

平 
成 

28 

年 

度

決
算
報
告

歳入合計
94億

5,518万円

地方譲与税ほか（2.9％）
2億7,036万円

地方譲与税ほか（2.9％）
2億7,036万円

町税（9.2％）
8億7,449万円
町税（9.2％）
8億7,449万円

繰越金（4.7％）
4億4,109万円
繰越金（4.7％）
4億4,109万円

その他（10.1％）
9億5,510万円
その他（10.1％）
9億5,510万円

自主財源
（24％）
自主財源
（24％）

依存財源
（76％）
依存財源
（76％）

地方交付税（54.9％）
51億9,006万円

地方交付税（54.9％）
51億9,006万円

町債（6.9％）
6億5,470万円
町債（6.9％）
6億5,470万円

国庫支出金（5.4％）
5億1,324万円

国庫支出金（5.4％）
5億1,324万円

県支出金（5.9％）
5億5,614万円
県支出金（5.9％）
5億5,614万円
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成
26
年
度
で
終
了
し
、
平
成
27
年

度
か
ら
５
年
間
を
か
け
て
本
来
の

算
定
額
ま
で
引
き
下
げ
る
段
階
的

削
減
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
は
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
た
依
存
財
源
が
全
体
の

76
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
割

合
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
財
務
体
質

の
硬
直
化
が
進
み
、
弾
力
性
の
あ

る
財
政
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

義
務
的
経
費
は
１
・
４
％
の
減

　
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
３
億
９

２
６
３
万
円
、
４
・
３
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防
本
部

庁
舎
新
築
工
事
に
伴
う
投
資
的
経

費
が
増
加
し
た
一
方
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
の
積
立
金
や
元
利
償
還

金
の
減
少
が
主
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
義
務
的
経
費

は
、
人
件
費
、
公
債
費
が
減
少
し

た
こ
と
で
対
前
年
度
比
５
３
３
３

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
の
積
み
立
て
や
公
債
費
の

削
減
（
借
金
の
返
済
）
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
世
代
へ

の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
財
政
基
盤
の
構
築

に
努
め
て
い
ま
す
。

普
通
会
計　

歳
出

■投資的経費
道路や学校の建設などに要す
る経費（普通建設事業費、災
害復旧事業費）

■義務的経費
法令などによってその支出が
義務づけられている経費（人
件費、扶助費、公債費）

■繰出金
特別な行政サービスを行った
り収支の不足分を補うために
他の会計（特別会計など）へ
支出する経費

■扶助費
社会保障制度の中で必要とさ
れる、各種法令に基づく経費

■公債費
町の借金返済にかかる経費

■物件費
町の経費のうち消費的性質を
もつ経費（賃金、旅費、需用
費など）

用語の解説（2）

60％

80％

100％

40％

20％

0％

‒20％
H24 H25 H27H26 H28

61.1

45.3

27.2

8.3
‒5.6

将来負担比率の推移

平成28年度の大きな支出 支出額

消防本部庁舎新築工事 ３億6,923万円

都市再生整備計画事業（道路整備） 7,870万円

都市再生整備計画事業（公園整備） 1,670万円

まちなか交流館整備事業 5,963万円

消防本部　緊急電話受付装置等
通信施設整備事業 3,542万円

久万学校給食センター改築設計 1,134万円

歳出合計
86億

9,216万円
扶助費（8.2％）
7億1,103万円
扶助費（8.2％）
7億1,103万円

公債費（12.1％）
10億4,976万円
公債費（12.1％）
10億4,976万円

投資的経費
（12.4％）
投資的経費
（12.4％）

普通建設事業費など（12.4％）
10億7,839万円

普通建設事業費など（12.4％）
10億7,839万円

物件費（16.2％）
14億918万円
物件費（16.2％）
14億918万円

維持補修費（0.7％）
5,689万円

維持補修費（0.7％）
5,689万円

扶助費等（10.3％）
8億9,884万円
補助費等（10.3％）
8億9,884万円 その他経費

（44.8％）
その他経費
（44.8％）

積立金（2.0％）
1億7,422万円
積立金（2.0％）
1億7,422万円

義務的経費
（42.8％）
義務的経費
（42.8％）

人件費（21.7％）
19億7,400万円
人件費（22.5％）
19億5,675万円
人件費（21.7％）
19億7,400万円
人件費（22.5％）
19億5,675万円

投資･出資･貸付金（3.5％）
3億377万円

投資･出資･貸付金（3.5％）
3億377万円

繰出金（12.1％）
10億5,333万円
繰出金（12.1％）
10億5,333万円

（注）�表内の金額は、平成28年度の支出額を表しています。
したがって、総事業費とは異なります。
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特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
は
１
億

７
０
７
６
万
円
の
黒
字

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一

般
会
計
と
区
分
し
て
設
置
し
て
い

る
特
別
会
計
は
、
全
９
会
計
と
も

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
（
全
特
別
会
計
で
総
額

10
億
５
３
３
３
万
円
）
に
よ
っ
て

収
支
の
均
衡
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
繰
入
金
は
、
一
般
会
計
歳
出
の

特
別
会
計
と
企
業
会
計

　
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
及
び
負

担
金
等
は
、
病
院
事
業
で
１
億
１

８
５
８
万
円
、
老
人
保
健
施
設
事

業
で
４
６
６
１
万
円
、
簡
易
水
道

事
業
で
３
億
７
５
１
９
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の

支
援
に
依
存
し
た
経
営
体
質
を
改

善
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

導
入
に
よ
り
臨
時
的
経
費
が
増
え

た
こ
と
に
加
え
て
医
業
収
入
も
減

り
、
赤
字
幅
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
老
人
保
健
施
設
事
業
は
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
え
、
収
益

が
対
前
年
度
比
３
３
６
万
円
の
増

と
な
り
収
益
的
収
支
は
１
９
０
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
簡
易
水
道
事

業
が
企
業
会
計
へ
移
行
し
、
前
年

度
打
ち
切
り
決
算
を
行
っ
た
た
め

特
別
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。

12
・
１
％
（
企
業
会
計
を
含
む
。）

を
占
め
て
お
り
、
他
の
類
似
団
体

と
比
べ
て
も
高
い
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
削
減
を
目
的
に
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
運

営
手
法
の
導
入
に
よ
る
経
営
の
合

理
化
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

簡
易
水
道
事
業
が
特
別
会
計
か
ら

企
業
会
計
へ
移
行

　
病
院
事
業
は
、
電
子
カ
ル
テ
の

特別会計の決算状況

会 計 名 歳　　入 歳　　出 実質収支

国民健康保険事業 16億2,556万円 15億3,059万円 9,497万円

国民健康保険診療所事業 9,815万円 8,087万円 1,728万円

後期高齢者医療保険事業 1億5,075万円 1億4,737万円 338万円

介 護 保 険 事 業 17億2,584万円 16億9,717万円 2,867万円

訪 問 看 護 事 業 3,016万円 2,199万円 817万円

農業集落排水事業 1億7,504万円 1億6,934万円 570万円

公共下水道事業 2億6,872万円 2億6,008万円 864万円

浄 化 槽 事 業 4,737万円 4,412万円 325万円

分譲宅地造成事業 260万円 190万円 70万円

病院事業の決算状況

区　　分 収　　入 支　　出 純 利 益

収 益 的 収 支 8億6,894万円 9億5,188万円 △8,294万円

うち医業収支 7億3,781万円 9億2,154万円 △1億8,373万円

資 本 的 収 支 8,661万円 1億5,106万円 △6,445万円

老人保健施設事業の決算状況

区　　分 収　　入 支　　出 純 利 益

収 益 的 収 支 2億8,306万円 2億8,116万円 190万円

うち介護サービス収支 2億4,761万円 2億7,320万円 △2,559万円

資 本 的 収 支 1,610万円 2,884万円 △1,274万円

簡易水道事業の決算状況

区　　分 収　　入 支　　出 純 利 益

収 益 的 収 支 4億6,212万円 4億6,811万円 △599万円

う ち 営 業 収 支 1億2,690万円 3億7,215万円 △2億4,525万円

資 本 的 収 支 2億7,769万円 3億4,598万円 △6,829万円
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各
比
率
と
も
基
準
を
大
き
く
ク
リ

ア
し
健
全
性
を
維
持

　
自
治
体
の
経
営
破
た
ん
を
未
然

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

対
前
年
度
比
４
・
８
％
の
減

　
町
が
、
あ
る
目
的
の
た
め
に
行

う
借
金
を
「
地
方
債
」
と
い
い
ま

す
。
主
に
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用

さ
れ
る
公
共
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
借
り
入
れ
て
お
り
、
こ
の
借

り
入
れ
に
よ
っ
て
世
代
間
の
負
担

を
公
平
に
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
全
会
計
で
７
億

６
７
５
０
万
円
の
借
金
を
新
た
に

行
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
平
成
28

年
度
に
返
済
し
た
金
額
を
差
し
引

い
て
、
借
金
残
高
は
前
年
度
比
で

地
方
債
（
全
会
計
）

対
前
年
度
比
３
・
４
％
の
増

　
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
は
、
法

令
な
ど
に
基
づ
き
特
定
の
目
的
に

使
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

将
来
の
投
資
へ
の
備
え
と
し
て
積

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
普
通
会
計
の
基
金

の
状
況
は
、
積
み
立
て
を
１
億
７

４
２
２
万
円
、
取
り
崩
し
を
３
億

３
０
１
万
円
行
い
、
さ
ら
に
普
通

会
計
決
算
の
剰
余
金
か
ら
３
億
６

０
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
た
こ
と
で
、
対
前
年
度

基
金
（
普
通
会
計
）

に
防
ぎ
、
財
政
状
況
が
悪
化
し
た

団
体
に
は
早
期
に
健
全
化
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
財
政
健
全
化

法
に
よ
り
、
各
比
率
を
算
定
し
、

議
会
へ
報
告
・
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
一
つ
で
も
早
期
健
全
化
基

準
以
上
と
な
る
と
早
期
健
全
化
団

体
と
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
自
主
的
な
改
善
努
力
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

同
様
に
財
政
再
生
基
準
以
上
と
な

る
と
財
政
再
生
団
体
と
な
り
、
財

政
再
生
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で

国
・
県
の
強
力
な
関
与
の
下
で
確

実
な
財
政
再
建
を
実
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
久
万
高
原
町
は
各
比
率
と
も
基

準
を
大
き
く
ク
リ
ア
し
、
健
全
性

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

比
２
億
３
１
２
１
万
円
増
の
69
億

６
１
８
２
万
円
の
残
高
と
な
っ
て

い
ま
す
。

７
億
８
９
９
２
万
円
減
の
１
５
５

億
７
４
６
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■実質赤字比率
普通会計の赤字額から財政運
営の深刻度を判断する比率
■連結実質赤字比率
全会計の合算による赤字額か
ら�財政運営の深刻度を判断
する比率
■実質公債費比率
特各会計の借金を返済するた
めの支出額から資金繰りの危�
険度を判断する比率
■将来負担比率
決算時点での借金の残高や将
来負担する退職金などから財
政への圧迫度を判断する比率
■資金不足比率
公営企業ごとの資金不足から
経営状況の深刻度を判断する
比率
■類似団体
人口や産業構造などで分けら
れたグループで、久万高原町
と同じグループに属する自治
体

用語の解説（3）

30.7

83.0 77.7
72.6 67.5

155.7188.6 183.0 172.6 163.6
200

(億円

100

) H28H27H26H25H24
普通会計 特別会計 企業会計

地方債残高の推移

37.0

6.6 6.1
5.6

5.1

30.7

83.0 77.7
72.6 67.5

88.099.0 99.2 94.4 91.0 88.099.0 99.2 94.4 91.0

37.0

6.6 6.1
5.6

5.1

69.647.3 56.0 60.8

基金積立の推移
67.3

40

30

20

10

(億円)

50

70

60

H24 H25 H26 H27 H28
財政調整基金 減債基金 その他基金

23.123.1

1.91.9
20.320.3

2.12.1

21.921.9

2.02.0
22.322.3

1.91.9

23.323.3

2.02.0

45.745.724.924.9 31.031.0 36.636.6 42.042.0

〈健全化判断比率〉 H28比率 H27比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 －
（△10.93）

－
（△6.73） 14.40 20.0

連結実質赤字比率 －
（△30.81）

－
（△27.82） 19.40 30.0

実質公債費比率 10.9 11.5 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 －
（△5.6） 8.3 350.0 －

〈資金不足比率〉 H28比率 H27比率 経営健全化基準 備考

資 金 不 足 比 率 －
（△88.3）

－
（△98.4） 20.0

※赤字が生じない場合は�「―」�で表示、参考値の黒字比率を�（△）�内に掲載。

（単位：％）
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久
万
高
原
町
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

「
地
域
運
営
協
議
会
」
は
耳
慣
れ
な
い

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
は

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
や
「
小
さ
な

自
治
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
小
学
校
区

や
旧
村
程
度
の
範
囲
で
、
住
民
が
地
域

活
動
を
自
主
性
に
基
づ
い
て
企
画
・
運

営
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　
平
成
の
大
合
併
前
後
か
ら
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
心
配
さ
れ
、
そ
の
対
応

と
し
て
い
く
つ
か
の
実
践
が
興
り
ま
し

た
。
呼
び
方
や
進
め
方
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
山
口
県
で
は
「
手
づ
く
り
自
治

区
」、
高
知
県
で
は
「
集
落
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
名
称
で
県
が
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
市
町
村
で
は
、
広
島
県
安
芸
高

田
市
の
「
地
域
自
主
組
織
」、
島
根
県

雲
南
市
の
「
地
域
自
主
組
織
」
な
ど
が

十
数
年
か
ら
約
40
年
の
実
績
を
持
ち
、

「
地
域
運
営
協
議
会
」と
は
？

　
と
は
い
え
、
ど
こ
も
最
初
か
ら
う
ま

く
進
ん
だ
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
地

域
運
営
協
議
会
」
と
は
何
か
、
な
ぜ
実

施
す
る
の
か
、
ど
ん
な
組
織
を
つ
く
る

の
か
な
ど
、
住
民
同
士
で
徹
底
的
に
話

し
合
い
を
重
ね
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

話
し
合
い
に
２
年
を
費
や
し
た
事
例
で

は
、
住
民
が
納
得
し
て
組
織
設
立
や
活

動
の
企
画
・
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
後
々
息
の
長
い
活
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。
逆
に
、
話
し
合
い
の
期
間

と
内
容
が
足
り
な
い
地
区
で
は
、
一
部

の
人
々
が
活
動
に
携
わ
る
だ
け
に
な

り
、
活
動
が
途
中
で
立
ち
消
え
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
集
ま
る
こ
と
が
少
な
い
地

区
や
、
住
民
同
士
の
話
し
合
い
が
難
し

住
民
同
士
の
徹
底
し
た
話
し
合

い
が
大
事

国
か
ら
表
彰
を
受
け
る
な
ど
積
極
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

つ
つ
も
、
実
際
に
は
住
民
の
自
発
的
な

行
動
が
中
心
で
す
。
一
例
と
し
て
、
図

１
の
よ
う
に
地
区
の
実
情
に
沿
っ
た
多

様
な
活
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
住

民
同
士
の
顔
が
見
え
る
範
囲
で
あ
る
、

自
分
た
ち
が
地
区
の
特
性
を
良
く
知
っ

て
い
る
な
ど
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
行
政
や
外
部
の
人
に

言
わ
れ
て
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
課
題
を
自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て

と
ら
え
て
行
動
に
結
び
つ
い
た
結
果
、

生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

自
主
性
に
基
づ
い
て
色
々
な
活

動
が
で
き
る

「
地
域
運
営
協
議
会
」

の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た

執筆者プロフィール
笠松 浩樹 さん

中予山岳流域林業活性化
センター、島根県中山間
地域研究センターなどを
経て、2011年より愛媛大
学社会共創学部講師。

〈生活を支える〉
・独居の方や高齢者の見守り
・移動に困難を抱える人のための輸送
・子どもの遊び場づくり
・ガソリンスタンドの経営

〈地域資源の活動〉
・農産物の加工・販売
・廃校になった小学校舎の運営
・レストランの経営

〈にぎわいづくり〉
・イベントの企画・実施
・都市部の人との交流

〈地域の魅力の発見〉
・散策コース(フットパス)の設定
・地区の歴史の記録� など

図1「地域運営協議会」で実施されている活動
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い
地
区
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
第

三
者
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
話
し
合
い
や

地
区
の
魅
力
発
見
を
行
う
な
ど
、
工
夫

次
第
で
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
２
名
が
常
駐
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
行
政
は
積
極
的
に
支
援
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
補
助
金
や
助
成

金
の
交
付
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
に
よ

る
専
門
家
の
派
遣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

西
予
市
で
は
、
各
地
区
が
事
業
を
提
案

し
、
外
部
審
査
員
が
審
査
し
て
採
択
さ

れ
れ
ば
交
付
金
を
つ
け
る
「
手
上
げ
型

交
付
金
事
業
」
が
あ
り
、
地
区
の
自
主

性
と
企
画
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
面
河
で
は
、
近
い
将
来
に
「
地
域
運

営
協
議
会
」
を
設
立
す
べ
く
、
今
年
度

か
ら
住
民
に
よ
る
検
討
が
始
ま
り
ま
し

た
。
現
在
は
月
に
１
回
の
勉
強
会
を
開

催
し
、
今
の
面
河
に
何
が
必
要
な
の

か
、
住
民
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
秋
か
ら
は
活
動
の
試
行
に
加
え

て
組
織
設
立
へ
向
け
て
事
務
的
な
準
備

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
号
は
、
面
河
で
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
、「
地
域
運
営
協
議
会
」
の
設
立

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
を
具

体
的
に
解
説
し
ま
す
。

面
河
で「
地
域
運
営
協
議
会
」を

検
討
中

　
島
根
県
雲
南
市
の
「
民
谷
地
区
振
興

協
議
会
」
は
、
人
口
１
７
０
人
以
下
、

高
齢
化
率
45
％
の
山
間
部
の
地
区
で

す
。
小
学
校
の
閉
校
を
き
っ
か
け
に
組

織
が
で
き
、「
福
祉
生
涯
学
習
部
」
と

「
地
域
振
興
部
」
が
あ
り
ま
す
。
世
代

間
交
流
、
伝
統
文
化
継
承
、
子
ど
も
育

成
、
高
齢
者
交
流
、
地
域
防
災
、
自
然

体
験
、
登
山
道
整
備
、
運
動
会
、
夏
祭

り
を
実
践
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
行
事

は
都
市
部
の
人
々
や
帰
省
者
も
交
え
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
檮
原
町
の
「
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
は
つ
せ
」
で
は
、
当
初
に
始
め
た

キ
ム
チ
の
製
造
・
販
売
が
軌
道
に
乗

り
、
現
在
は
韓
国
料
理
店
と
韓
国
サ
ウ

ナ
を
経
営
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
住
民

が
運
転
手
に
な
っ
て
タ
ク
シ
ー
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
１
４
０
人
に
満
た
な
い

地
区
で
年
間
約
千
人
が
利
用
し
て
い
ま

す
。

　
同
じ
く
檮
原
町
の
「
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
四
万
川
」
で
は
、
６
０
０
人
弱
が

住
み
、
住
民
が
８
０
０
万
円
を
出
資
し

て
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
、
写
真
２
の

よ
う
な
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
店
舗
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
関
西
か

過
疎
が
進
む
地
区
で
頑
張
っ
て

い
る
事
例

写真１「集落活動センターはつせ」が経営する韓国料理
　　　　レストラン（上）
写真２「集落活動センター四万川」のガソリンスタンド
　　　　と店舗（左上・左）
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学芸員のつぶやき
■晴れと同じように雨の特異日や台風接
近の特異日もあります。６や７といった
数字が多いのは気のせい？こういう数字
に魅かれて行事の日を決める人が雨男・
雨女になる？（ジョークです）

学芸員のつぶやき
■ドクササコは県レッドデータブックで
準絶滅危惧種に指定されている珍しいキ
ノコ。猛毒があるという恐ろしさから逆に
神々しく見え、見つけたときはかなり嬉し
い。あと「殺しの天使」とも呼ばれる白く
てぬぼーっとしたドクツルタケも美しい。

秋晴れと銀河
天体観測館 41－0110
天体ブログ
http://ameblo.jp/kuma-obs/

食べられるキノコ、毒キノコ
面河山岳博物館 58－2130
山岳ブログ
http://blog.goo.ne.jp/omohaku582130

　
「
晴
れ
の
特
異
日
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
元
々
は
そ
の
前

後
の
日
に
比
べ
て
晴
天
率
が
高
い

日
を
指
し
ま
す
が
、
最
近
で
は
単

に
晴
れ
る
こ
と
が
多
い
日
の
意
味

で
も
使
わ
れ
ま
す
。
10
月
10
日
や

11
月
３
日
が
有
名
で
、
秋
雨
の
季

節
が
終
わ
っ
て
天
気
が
良
く
な
る

今
の
時
期
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
、
宇
宙
も
今
が
晴
れ
の
季

節
。
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
例
え

話
。
雲
が
星
の
光
を
さ
え
ぎ
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
、
夜
空
に
星
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
、
そ
の
星
々
よ
り

ず
っ
と
遠
く
に
あ
る
暗
い
天
体
の

光
を
さ
え
ぎ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
の
季
節
と
比
べ
て
星
の
数
が
少

な
い
秋
は
、
ま
さ
に
宇
宙
も
晴
れ

の
季
節
と
い
え
る
の
で
す
。

　
「
ず
っ
と
遠
く
に
あ
る
天
体
」

と
は
、
数
百
～
数
千
億
個
の
星
が

作
る
大
集
団
「
銀
河
」
の
こ
と
で

す
。
中
で
も
最
も
有
名
な
の
が
Ｍ

31
、
通
称
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
で

す
。
こ
れ
か
ら
12
月
ま
で
、
月
明

か
り
の
な
い
夜
の
観
望
会
で
そ
の

姿
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
い
く
ら
宇
宙

が
晴
れ
て
い
て
も
、
う
す
雲
が
あ

る
だ
け
で
見
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
地
球
も
良
く
晴
れ
た
夜

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

（
中
村
）

　
秋
は
キ
ノ
コ
の
季
節
。
町
内
の

あ
ち
こ
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
形

の
キ
ノ
コ
が
生
え
て
き
ま
す
。
食

べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
を
採
っ
て
み
た

い
！
と
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
よ
ほ
ど
特
徴
的
な
見
た
目

の
キ
ノ
コ
で
な
い
限
り
、
簡
単
に

は
名
前
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
図
鑑

と
の
絵
合
わ
せ
の
み
で
食
毒
を
判

断
す
る
の
は
と
て
も
危
険
で
す
。

　
写
真
①
は
面
河
渓
で
も
た
ま
に

見
る
ド
ク
サ
サ
コ
。
猛
毒
で
食
べ

る
と
数
日
後
に
手
足
の
先
を
激
痛

が
襲
い
ま
す
。
い
か
に
も
う
ま
そ

う
な
姿
を
し
て
い
る
た
め
、
国
内

で
毎
年
数
例
の
食
中
毒
が
お
き
て

い
ま
す
。
写
真
②
は
ご
存
じ
シ
イ

タ
ケ
。
見
覚
え
の
あ
る
こ
の
姿
で

も
、
山
の
中
で
見
る
と
「
毒
キ
ノ

コ
か
も
」
と
疑
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
キ
ノ
コ
の
同
定

は
難
し
い
の
で
す
。

　
さ
て
、
当
館
で
は
11
月
23
日
ま

で
「
久
万
高
原
の
き
の
こ
写
真

展
」
を
開
催
中
で
す
。
か
わ
い
い

キ
ノ
コ
た
ち
の
姿
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
！�

（
矢
野
）

◀
望
遠
鏡
で
撮
影
し
た
Ｍ
31

写真② 写真①
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９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
、
猿

楽
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
標
高
約
１
１
０
０
㍍
の
高
地

で
縄
文
時
代
晩
期
後
半
、
弥
生
時

代
前
期
、
弥
生
時
代
後
期
に
縄

文
・
弥
生
人
の
活
動
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
通
常
、
農

耕
を
主
な
生
業
と
す
る
弥
生
社
会

で
は
低
地
を
生
活
領
域
と
し
て
お

り
、
愛
媛
県
で
も
標
高
１
０
０
㍍�

以
下
の
地
域
に
遺
跡
が
多
く
分
布

し
て
い
ま
す
。
猿
楽
遺
跡
は
、
通

常
の
弥
生
時
代
の
集
落
と
は
異
な

る
高
い
場
所
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
、
猿
楽
遺
跡
の

人
々
は
、
土
器
を
使
っ
て
調
理

し
、
周
辺
の
石
材
を
使
っ
て
石
器

を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ご
く
限
ら
れ
た
範

囲
に
遺
物
が
集
中
し
て
お
り
、
各

時
期
を
通
し
て
小
規
模
な
集
団
が

生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
猿
楽
遺
跡
の
よ
う
な
標
高
千
㍍

級
の
四
国
山
地
山
稜
に
立
地
す
る

弥
生
集
落
の
存
在
は
、海
辺
や
平
野

な
ど
、低
地
の
生
活
と
は
異
な
る

生
活
環
境
い
わ
ば
「
山
の
世
界
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。�

（
遠
部
）

猿楽遺跡発掘2017
Sarugaku site Excavation 2017

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館） 21－0139
http://www.kumakogen.jp/modules/
education_new_front/index.php?content_id=42

▶発掘には全国各地の研究者や地元の高
校、大学生の方々が参加しました

伊丹万作《市河夫妻之像》エピソード２
久万美術館 21－2881
久万美ブログ
http://blog.goo.ne.jp/kuma-museum

　
中
村
草
田
男
（
俳
人
）
は
、
岸

田
劉
生
（
画
家
）
に
、
伊
丹
万
作

画
《
市
河
夫
妻
之
像
》
の
評
価
を

再
度
訊
ね
ま
し
た
。
す
る
と
劉
生

は
、「
こ
れ
ほ
ど
の
腕
の
あ
る
人

物
な
ら
、
自
分
の
家
に
住
み
込
ん

で
勉
強
し
て
い
て
く
れ
て
も
い

い
」
と
絶
賛
し
ま
し
た
。

　
１
９
２
７
年
、
草
田
男
が
大
調

和
展
に
本
作
を
搬
入
し
、
劉
生
の

推
薦
で
見
事
入
選
を
果
た
し
ま

す
。
万
作
は
、
劉
生
の
激
励
を
受

け
て
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
つ

つ
も
、
生
涯
画
家
と
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
へ
の
自
信
が
な
い
状
態

で
、
厚
意
に
甘
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
、
と
先
の
話
を
固
辞
し
ま

し
た
。
も
し
万
作
が
劉
生
の
も
と

に
身
を
寄
せ
て
い
た
ら
、
映
画
監

督
・
伊
丹
万
作
は
こ
の
世
に
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
本
作
は
、
大
調
和
展
に
出
品
し

て
以
来
、
草
田
男
が
自
身
の
生
涯

を
終
え
る
ま
で
自
室
に
飾
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
裏
面
の
「
中
村
清

一
郎
」（
＝
草
田
男
の
本
名
）
の

搬
入
者
ラ
ベ
ル
が
、
万
作
と
草
田

男
の
友
情
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。�

（
中
島
）

学芸員のつぶやき
■《市河夫妻之像》は、草田男の手元に残
り、自室の壁に立てかけるようにして畳
の上に飾られていたそうです。今回の展
示では、その様子が伝わるよう畳の上に
作品を展示しました。この展示方法が実
現したのは、大原畳店様のご協力のおか
げです！本当にありがとうございました。

現在展示中の《市河夫妻之像》

学芸員の
つぶやき
■10月21～22
日は林業まつ
りで展示をし
ます。
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素晴らしい演技に会場から大きな拍手が贈られます

　
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
に
挑

む
自
転
車
レ
ー
ス
「
第
７
回
石
鎚

山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
」
が
８

月
27
日
開
催
さ
れ
、
県
内
を
中
心

に
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
サ
イ

ク
リ
ス
ト
約
８
０
０
人
が
健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
大

き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
大
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
郷
土
を
守
り
育
て
社
会
に
貢
献

さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
に
敬
意
と

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
、
柳

谷
地
区
公
民
館
が
主
催
す
る
敬
老

会
が
９
月
９
日
、
ふ
る
さ
と
創
造

の
館
こ
か
げ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
対
象
者
３
４
６
人
の

う
ち
１
０
９
人
が
出
席
さ
れ
、
式

典
で
は
88
歳
の
米
寿
該
当
者
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
祝
宴
で

は
文
化
協
会
や
公
民
館
が
主
体
と

な
っ
た
多
彩
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
披
露
さ
れ
、
下
は
園
児
か
ら

上
は
90
歳
ま
で
が
素
晴
ら
し
い
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
祝
宴
の
最
後
に
は
一
人
ひ
と
り

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
入
り
の
紅

白
餅
が
配
ら
れ
、
出
席
者
か
ら
は

「
毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
今
年
は
出
し
物
も
多
く
と

て
も
見
応
え
が
あ
っ
た
」
と
喜
び

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
も
多
数
参
加　

健
脚
競
う
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

地
域
を
あ
げ
て
長
寿
を
お
祝
い　

柳
谷
地
区
敬
老
会
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９
月
29
日
、
農
業
公
園
ア
グ
リ

ピ
ア
に
お
い
て
、
か
か
し
の
里

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
畑
野
川
幼
稚
園
の
園
児
や

関
係
者
約
50
人
が
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。

　
４
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
21

作
品
約
１
０
０
体
の
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
が
出
品
さ
れ
、
ア
グ
リ
ピ

ア
周
辺
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
か
し
の
展
示
期
間
は
11
月
12
日

（
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
０
０
体
の
か
か
し
で
に
ぎ
わ
い　

畑
野
川
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
購
入
で
き
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
普
及
と
と
も
に
「
プ
リ
カ
詐

欺
」
の
相
談
が
年
代
を
問
わ
ず
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
リ
カ
詐
欺
と
は
、
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
の
購
入
を
指
示
し
、

カ
ー
ド
番
号
な
ど
（
複
数
桁
の
数

字
や
文
字
）
を
聞
き
出
す
も
の

で
、「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
請
求
」「
サ
ク
ラ
サ
イ

ト
」
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
相
談
事
例

　
携
帯
電
話
に
有
料
サ
イ
ト
の

料
金
を
請
求
す
る
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
が
届
い
た
が
、
身
に
覚

え
が
な
か
っ
た
。
心
配
に
な
り

業
者
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
「
約

30
万
円
未
納
が
あ
る
。
今
日
中

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
裁
判
を

す
る
」
と
言
わ
れ
て
怖
く
な
っ

た
。
業
者
に
言
わ
れ
た
通
り
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店

頭
で
販
売
さ
れ
て
い
た
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
約
30
万
円
分
購

入
し
、
携
帯
電
話
で
カ
ー
ド
番

号
が
わ
か
る
よ
う
に
写
真
を

撮
っ
て
メ
ー
ル
で
送
信
し
た
。

○
覚
え
の
な
い
請
求
な
ど
の
メ
ー

ル
に
返
信
し
た
り
、
電
話
を
か

け
た
り
せ
ず
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

○
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入
を

指
示
す
る
業
者
は
、
詐
欺
の
可

能
性
が
非
常
に
高
い
の
で
カ
ー

ド
番
号
な
ど
を
伝
え
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。「
サ
ー
バ
型
」

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
カ
ー

ド
番
号
そ
の
も
の
が
現
金
と
同

じ
価
値
を
持
つ
の
で
、
そ
の
番

号
を
用
い
れ
ば
、
カ
ー
ド
の
実

物
が
な
く
て
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
も
し
も
、
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を

伝
え
て
し
ま
っ
た
後
で
、
お
か

し
い
と
気
付
い
た
場
合
に
は
早

急
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
発
行

会
社
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
手
が
使
っ
て
し
ま
う
前
に
使

用
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

・
住
民
課�

住
民
生
活
班


（
２
１
）
１
１
１
１

・
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
８
９
（
９
２
５
）
３
７
０
０

ア
ド
バ
イ
ス

も
ち
ろ
ん
、
多
く

の
町
外
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
の
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
総
務
課�

秘
書
政
策
班

（
２
１
）１
１
１
１（
内
線
１
０
２
）

・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
松
山
支
店


０
８
９
（
９
４
３
）
５
０
１
５

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
は
、消
費
生
活
相
談
日
で
す

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
詐
欺
に
ご
注
意
！

公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
ご
協
力
を

さ
ら
に
お
得
な
乗
り
放
題
き
っ
ぷ
発
売
中

　
町
内
施
設
の
割

引
券
が
付
い
た

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四

国
バ
ス
「
久
万
高

原
線
１
日
乗
り
放

題
き
っ
ぷ
」
が
、

10
月
１
日
か
ら
販

売
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
の
方
は

11月12日～25日は
女性に対する
暴力をなくす運動

　女性に対する暴力のひとつに「配
偶者からの暴力」がありますが、犯
罪となる行為をも含む重大な人権侵
害です。一人で悩まないで、早めに相
談してください。秘密は厳守します。
　また、身近に配偶者からの暴力で
悩んでいる人がいる場合には、相談
機関の連絡先を教えてあげてくださ
い。（相談無料・匿名相談可）

〈相談機関〉
・県福祉総合支援センター
　089-927-3490（月曜～金曜）

・県男女共同参画センター
　089-926-1644（火曜～日曜）

・県警察本部
　089-931-9110

・久万高原町役場�住民課
　21-1111（内線122）
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総
務
課 

危
機
管
理
室
か
ら
お
知
ら
せ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
行
動
に
つ
い
て

　
北
朝
鮮
が
８
月
29
日
、
９
月
15

日
と
二
度
に
わ
た
り
予
告
な
く
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
行
い
、

北
海
道
・
東
北
地
方
の
上
空
を
ミ

サ
イ
ル
が
通
過
し
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ

ば
よ
い
か
平
常
時
か
ら
確
認
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
し
て

か
ら
極
め
て
短
時
間
（
約
10
分
ほ

ど
）
で
到
達
し
ま
す
。
ミ
サ
イ
ル

が
愛
媛
県
上
空
を
通
過
す
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
え
る

「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
町

の
防
災
行
政
無
線
で
特
別
な
サ
イ

レ
ン
音
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

流
れ
ま
す
。ま
た
、緊
急
速
報
メ
ー

ル
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
、
ミ
サ
イ
ル
が
愛
媛
県
上

空
を
通
過
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が

発
生
し
た
場
合
、
ミ
サ
イ
ル
の
一

部
が
落
下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
不
審
な
落
下
物
を
発
見

し
た
と
き
は
決
し
て
近
寄
ら
ず
、

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
課�

国
保
年
金
班


（
２
１
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
５
）

・
松
山
東
年
金
事
務
所


０
８
９
（
９
４
６
）
２
１
４
６

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
、

子
ど
も
な
ど
）
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
保

険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
本
部
か

証
明
書
は
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

詳細については、�国民保護ポータルサイト
（http://www.kokuminhogo.go.jp/）をご覧ください。
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「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
は
、
外
見

か
ら
分
か
り
に
く
い
障
が
い
な
ど

を
お
持
ち
の
方
々
が
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
周
囲
に
援
助
が
必
要
な

こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

　
10
月
11
日
（
水
）
か
ら
、
県
お

　
毎
年
、久
万
林
業
ま
つ
り
に
合
わ

せ
て
募
集・展
示
さ
れ
る
木
を
使
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
木
工
作
品
。そ
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
９
月
28
日
、

ま
ち
な
か
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
小
・
中
・
一
般
の
各
部

で
計
１
９
０
点
あ
ま
り
の
作
品
が

出
品
さ
れ
、特
別
賞
の
愛
媛
県
知

事
賞
を
は
じ
め
、各
賞
が
審
査
委

員
に
よ
って
選
ば
れ
ま
し
た
。

よ
び
町
担
当
窓
口
で
配
布
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課�

社
会
福
祉
班


（
２
１
）
１
１
１
１

�

（
内
線
１
３
０
・
１
３
４
）

　
第
22
回
久
万
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
11
月
５
日
（
日
）
、
役
場
付

近
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
役

場
周
辺
は
午
前
８
時
半
～
午
後
２

時
15
分
ま
で
車
両
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、

約
１
２
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

コ
ー
ス
を
走
り
ま
す
の
で
温
か
い

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

久
万
高
原
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会


（
２
１
）
２
８
０
８

必
要
な
手
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」の
無
償
配
布
を
開
始

林
業
戦
略
課
か
ら
お
知
ら
せ

木
工
作
品
コ
ン
ク
ー
ル　

力
作
そ
ろ
う

11
月
５
日（
日
）午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
！

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

県知事賞に輝いた柳谷小学校
「やなだにワンダーランド」
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まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

中　組 繁宗　祐一 様 東　川 新谷　　尚 様

上黒岩 櫻田　謹悟 様

平成29年度御用木還暦丸太一同 様
（９月１日～９月30日　受付分）

広報広告

　
県
警
で
は
、
多
発
す
る
特
殊
詐

欺
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
無
人

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
、
利
用
者
を

感
知
し
て
自
動
で
注
意
喚
起
音
声

を
再
生
す
る
「
ボ
イ
ス
ポ
リ
ス
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
久
万
高
原
警
察
署
に
配
備
さ
れ

た
ボ
イ
ス
ポ
リ
ス
は
、
８
月
下
旬

か
ら
松
山
生
協
久
万
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
イ
ス
ポ
リ
ス
は
、
男
性
警
察

官
の
等
身
大
パ
ネ
ル
に
人
感
セ
ン

サ
ー
と
音
声
再
生
機
能
を
搭
載
し

た
も
の
で
、
こ
の
音
声
は
高
齢
者

の
方
な
ど
に
抜
群
の
知
名
度
が
あ

る
片
岡
鶴
太
郎
氏
が
担
当
し
「
片

岡
鶴
太
郎
で
す
。
愛
媛
の
皆
さ

ん
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は
受
け
取

れ
ま
せ
ん
よ
。
振
り
込
め
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た

内
容
で
音
声
が
流
れ
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る

振
り
込
み
依
頼
が
あ
れ
ば
、
慌
て

ず
に
、
ま
ず
家
族
や
警
察
に
相
談

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に「
ボ
イ
ス
ポ

リ
ス
」を
設
置
し
て
い
ま
す

お
知
ら
せ

を
し
て
特
殊
詐
欺
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

久
万
高
原
警
察
署


（
２
１
）
０
１
１
０

【
平
成
29
年
分
年
末
調
整
説
明
会

の
開
催
】

▼
日
時　
11
月
15
日(

水)

午
後
１

時
半
～
３
時
半

▼
場
所　
久
万
町
民
館
ホ
ー
ル

【
平
成
29
年
分
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税
（
第

２
期
分
）
の
納
付
期
限
】

　
予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
予
定

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
で
す

納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
第
２
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30

日
（
木
）
で
す
。
振
替
納
税
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
同
日
に
指
定

し
た
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
前

日
ま
で
に
残
高
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い

な
い
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
や
所
轄
の
税
務
署

の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
電
子
納
税
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
税
務
署


０
８
９
（
９
４
１
）
９
１
２
１

最低賃金改正のお知らせ
平成29年10月１日から愛媛県最低賃金は、
　１時間739円です。
□最低賃金についてのお問い合わせ先
　愛媛労働局　賃金室
� （電話089-935-5205）
　松山労働基準監督署
� （電話089-917-5250）

生協ＡＴＭコーナーに設置されている「ボイスポリス」
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日
没
時
間
が
早
く
な
る
秋
か
ら

年
末
に
か
け
て
重
大
事
故
の
発
生

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
夕
暮
れ
時
や

夜
間
は
も
ち
ろ
ん
、
早
朝
や
雨
・

濃
霧
な
ど
の
悪
天
候
の
と
き
は
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
転
車
利
用
者
や
歩
行
者
は

明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
行
政
書
士
の
活
動
や
行
政
書
士

法
の
適
正
な
運
用
を
通
じ
て
行
政

書
士
の
社
会
的
使
命
を
遂
行
し
、

「
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
・
前
照
灯
の
こ
ま
め
な
切
り
替

え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
中

10
月
１
日
～
12
月
31
日

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

平
成
29
年
10
月
１
日
～
31
日

業
務
の
拡
大
と
会
員
の
資
格
者
た

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
全
国
で
「
行
政
書
士

制
度
広
報
月
間
」
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
行
政
書
士
は
、
他
人
の
依
頼
を

受
け
報
酬
を
得
て
、
主
に
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
そ
の
他
権
利
義

務
ま
た
は
事
実
証
明
に
関
す
る
書

類
な
ど
を
作
成
し
、
官
公
署
と
地

域
住
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
国
民
へ
の
利
便
と
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
行
政
書
士
ま
た
は
行
政

書
士
法
人
で
な
い
者
は
、
報
酬
を

得
て
書
類
を
作
成
し
た
り
、
書
類

作
成
を
伴
う
代
理
提
出
を
し
た
り

で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
違
法
な
手
続
き
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
種
目

①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
）

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生
と
高
等

工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

募
集

徒
（
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
者
）

▼
受
付
期
間

①
随
時
受
け
付
け

②
平
成
29
年
11
月
１
日
（
水
）
～

平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

▼
試
験
期
日

①
11
月
19
日
（
日
）
ま
た
は
12
月

16
日
（
土
）

②
平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部　
松

山
募
集
案
内
所


０
８
９
（
９
４
７
）
３
０
４
０

　
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
科
名

　
「
住
宅・福
祉
リ
フ
ォ
ー
ム
科
」

　
「
電
気
設
備
技
術
科
」

　
「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科
」

　
「
溶
接
も
の
づ
く
り
科
」

▼
募
集
期
間

　
10
月
31
日
～
11
月
28
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛


０
８
９
（
９
７
２
）
０
３
２
９

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛
１
月

生
を
募
集
し
て
い
ま
す

久万高原交通安全協会から町内２中学校
へ反射材キーホルダーを贈呈しました

広報広告
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▼
久
万
高
原
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
月
９
日
／

笛
ヶ
滝
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
今
年
も
、
町
内
の
事
業
所
・
団

体
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
午
後

１
時
か
ら
深
夜
に
か
け
て
９
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集

ま
っ
た
収
益
金
は
、
町
内
４
カ
所

の
福
祉
関
係
事
業
所
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

スポーツ大会
結　果

SportsSports

「道後温泉別館　飛
あす か
鳥乃

の
湯
ゆ
泉」オープン！

　松山市の道後に新しい温泉施設、飛鳥時代
をイメージした湯屋「道後温泉別館　飛鳥乃
湯泉」が９月26日（火）にオープンしました。
　内観は「太古の道後」をテーマに、愛媛
の伝統工芸と最先端のアートがコラボレー
ションした作品が展示され、新たな温泉文
化を発信する拠点を目指しています。
・所 在 地　松山市道後湯之町19-22
・営業時間　１階浴室７～23時
� （札止22時30分）

【道後オンセナート2018】
　「アートにのぼせろ～温泉アートエンター
テイメント～」をテーマにしたアートイベ
ントも開催中です。
（〈問〉道後温泉事務所　089-921-0101）

「道後温泉別館　飛鳥乃
湯泉」の外観

▼
第
24
回
久
万
高
原
町
長
杯
愛
媛

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
月

13
～
14
日
／
す
ぱ
ー
く
久
万
）

　
町
外
か
ら
９
チ
ー
ム
、
町
内
か

ら
３
チ
ー
ム
の
計
12
チ
ー
ム
70
人

の
方
々
が
参
加
し
、
秋
晴
れ
の

中
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

優
勝　

今
治
し
ま
な
み
チ
ー
ム

�

（
今
治
市
）

２
位　
勝
山
チ
ー
ム�

（
松
山
市
）

３
位　
今
治
さ
つ
き
チ
ー
ム

�

（
今
治
市
）

４
位　

今
治
連
合

－

Ｂ
チ
ー
ム

�

（
今
治
市
）

ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13   9,050   9,050 12,660 12,660
14 10,550   8,200 14,100 13,500
16 14,400 12,800 19,300 17,700
18－22 14,300 12,800 17,600 16,400
24上 14,700 13,000 17,800 16,200
30上 13,000 12,000 17,100 15,400

4.00

13 11,300 10,400 12,700 12,500
14－16 10,800   9,300 18,600 17,000
18－22 14,500 12,700 17,200 16,200
24－28 15,400 12,900 18,900 17,000
30上 13,300 11,300 17,000 15,700

6.00
18 19,200 17,300 27,000 25,100
24上 15,900 13,800 24,000 20,000

選　木 スギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 15,000 26,700   8,000
4.00 24上 16,500 34,900 11,200
4.00 30上 14,200 32,000 11,700

市況

桧３ｍ16センチの枝打ち材、一般材、共に値
が高騰。
杉４ｍ18上、一般材の値が上昇。
杉の良材は６ｍ造材お願いします。
出荷よろしくお願いします。

木 材 市 場 市 況
９月25日　1048回市【久万広域森林組合】
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避
難
者
数
よ
り
も
少
な
い
数
の

食
糧
が
届
い
た
場
合
の
対
応
な
ど
、

判
断
の
難
し
い
問
題
に
つ
い
て
、

双
方
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
政
側
、
避
難
所
担
当

者
側
、
住
民
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
解
決
策

に
つ
い
て
、
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
、
改
め
て
重
要
性
を
認

識
で
き
た
」と
い
っ
た
意
見
や「
避

難
し
て
く
る
方
一
人
一
人
に
配
慮

し
た
運
営
方
法
を
事
前
に
考
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
っ
た
意
見
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
で
ま
し
た
。今
後
、研
修
内
容
を

踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
避
難
所
づ
く
り
を

久
万
高
原
町
の

　

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
の
こ
と

　

 

vol.5

協
力
隊
通
信

みんなで防災
総務課

危機管理室
21－1111(内146･147)

　
８
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、

町
職
員
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た

避
難
所
運
営
研
修
を
町
消
防
本
部

で
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
、
え
ひ

め
女
性
財
団
の
越
智
や
よ
い
氏
を

お
迎
え
し
、
避
難
所
の
設
営
や
運

営
に
は
男
女
双
方
の
視
点
や
女
性

の
参
加
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
避
難
所
を
運
営
す
る
に
あ
た
り

男
性
か
ら
の
視
点
、
女
性
か
ら
の

視
点
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。
避
難
所
に
な
る
施
設
の

空
間
利
用
方
法
、
避
難
所
生
活
で

の
問
題
点
な
ど
、
双
方
の
視
点
を

踏
ま
え
な
が
ら
避
難
所
運
営
を
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

避難所運営について意見を出し合う参加者

　
協
力
隊
は
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー

ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
地
域

へ
入
り
、「
定
住
」
と
「
地
域
お

こ
し
」
そ
し
て
「
そ
れ
に
向
け
て

の
起
業
・
就
職
」
な
ど
、
短
期
間

で
い
く
つ
も
の
要
件
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
土
地
の
知
識
や
人
間

関
係
も
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
で
い
ざ

何
を
し
た
ら
い
い
か
、
３
年
間
の

任
期
後
に
向
け
て
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
な
ど
悩
む
人
が
少
な
く
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
８
月
31
日
～
９
月
１
日
に
は
、愛

媛
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
研
修
会

が
あ
り
、
県
内
の
現
役
協
力
隊
や

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
合
わ
せ
て
45
人
が
参

加
し
、
活
動
報
告
や
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
任
期
終
了
後
も
現
在
の
活
動

地
域
で
暮
ら
し
た
い
か
」
と
い
う

問
い
に
手
を
挙
げ
た
人
は
約
３
分

の
２
以
上
！
任
期
中
の
人
間
関
係

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
か

ら
、
県
内
・
市
町
内
の
ど
こ
か
で

は
な
く
担
当
し
た
地
域
に
こ
だ

わ
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
協
力
隊
と
し

て
、
地
域
に
来
る
き
っ
か
け
は
景

色
や
職
務
内
容
に
よ
る
こ
と
が
多

く
、
残
る
き
っ
か
け
は
人
と
の
縁

が
絶
大
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
こ
の
秋
、
新
た
な
協
力
隊
員
が

久
万
高
原
町
に
着
任
予
定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
気
に

か
け
て
も
ら
え
た
ら
、
そ
し
て
新

し
い
ご
縁
が
で
き
た
ら
、
い
い
結

果
に
繋
が
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。�

（
洲
之
内
）

研修会に参加した県内で活躍中の協力隊員の皆さん
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【問い合わせ先】
消防本部・消防署
　21－2411
消防署美川支署
　56－0303
ホームページ
http://www.kumakogen.
jp/info/syobohonbu/
index.htm

消
防
だ
よ
り

あ
ん
ぜ
ん
あ
ん
し
ん

９月末現在の状況
火災 � � 4件
救急 441件
救助 � 43件

　
９
月
９
日
の
救
急
の
日
に
合
わ

せ
て
、
消
防
署
と
久
万
保
健
セ
ン

タ
ー
が
合
同
で
救
急
の
日
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
康
は
つ
ら
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

　

 

消
防
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た

－火災・救急・救助－

久万高原町消防
　　マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

番で119
すぐに参上

　
当
日
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

取
り
扱
い
指
導
、
救
急
車
見
学
の

ほ
か
、
放
水
体
験
な
ど
を
行
い
、

ま
た
、
食
育
カ
ル
タ
大
会
を
は
じ

め
健
康
に
関
す
る
ブ
ー
ス
が
並

び
、
多
く
の
人
が
来
署
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

救急車見学の様子

食育ブースの様子

放水体験の様子

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
、
11
月
９
日

（
木
）～
15
日（
水
）ま
で
の
７
日

間
、「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
一
人
ひ
と
り
に
火
災
予
防
に

対
す
る
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と

で
、
火
災
に
よ
る
尊
い
生
命
や
貴

重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
久
万
高

原
町
で
は
今
年
９
月
末
現
在
４
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火

の
元
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
」を
実
施
し
ま
す
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※掲載している行事などは、都合により変更する場合
　があります。詳しくはお問い合わせください。

2017　11月の予定

木の香り漂う優しい空間

小さな町の図書館だより

久万高原町立図書館
【開館時間】午前９時30分～午後６時

TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６
ホームページ／http://www.kumakogen.jp/culture/tosyo/index.html

２
０
１
７　

読
書
週
間

10
月
27
日
（
金
）
～

11
月
９
日
（
木
）

　
読
書
週
間
中
、「
本
の
交
換
市
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

やまびこ
（直瀬）

祝日休館
文化の日

おはなし会

定休館日 手芸すずらん
やまびこ

（明神・父二峰）
やまびこ
（美川）

定休館日 古典学習
やまびこ
（畑野川）

やまびこ
（面河）

おはなし会

定休館日
第三日曜日

定休館日 手芸すずらん
やまびこ

（美川・柳谷）
祝日休館
勤労感謝の日

月末整理日
休館日

定休館日 ささゆり読書会

児童書 よみもの

『涙倉の夢』
柏葉幸子／作
青山浩行／絵
講談社

　母が、どうしても買いたがっ
ていた、実家の倉。その倉の
中で、亜美は不思議な体験を
する…。人間と動物が、いま
よりも仲良く暮らしていた、そんな世界を描いた物語。

児童書 絵本

一般書 小説

『この世の春　上・下』
宮部みゆき／著
新潮社

　美貌の青年藩主・重興が、
突然隠居を強いられるという
変事のあった北見藩。重興の
押し込められた座敷牢からは、
夜な夜な奇怪な声が。亡者た
ちの叫びか、それとも…。サイコ＆ミステリー長編。

一般書 小説

『盤上の向日葵』
柚月裕子／著
中央公論新社

　山中で発見された白骨死
体。現場に残された唯一の手
がかりは伝説の名駒だった。
４か月後、２人の刑事が竜昇
戦の会場である天童に降り立
つ。世紀の対局の先に待っていた、壮絶な結末とは―。

おすすめ　新刊案内

『サイモンは、
ねこである。』
ガリア・バーンスタイン／作
なかがわちひろ／訳
あすなろ書房

　ねこのサイモンが、ライオ
ンたちに言いました。「ぼく
たち、にてますね」すると、ライオンたちは大笑い。違
うところをあげていきます。でも、似ているところもた
くさんあって…。思いがけない展開が楽しい、ユーモア
あふれる絵本。

図書館の利用について
図書館の利用、資料の貸出は無料です。
●貸出数と期間
　①本・紙芝居・朗読テープ・雑誌�→�５冊まで２週間
　②ＤＶＤ・ＣＤ�→�２点まで（館内視聴）
　③移動図書館車『やまびこ』
　　・個人�→�10冊まで１カ月
　　・団体�→�100冊まで１カ月
●インターネットの利用
　１時間以内（閲覧のみ）
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター

TEL︰21－2700　FAX︰21－0934

10月20日は
世界骨

こつ
粗
そ

鬆
しょうしょう

症デー

～あなたの骨は大丈夫？～

【
骨
粗
し
ょ
う
症
っ
て
な
に
？
】

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
の
量
が

減
少
し
た
り
、
骨
の
質
が
変
化
し

て
骨
が
弱
く
な
り
、
骨
折
し
や
す

く
な
る
病
気
で
す
。

　
久
万
高
原
町
で
は
、
要
介
護
と

な
る
原
因
疾
患
に
お
い
て
「
骨
・

関
節
疾
患
」の
割
合
が
最
も
高
く
、

「
骨
・
関
節
疾
患
」
で
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
方
の
う
ち
27
・
３
％

は「
骨
折
」が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
骨
折
し
に
く
い

健
康
な
骨
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
骨
折
・
転
倒
に
よ
り
、
将

来
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
予
防
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
第
２
期
久
万
高
原
町

健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
計
画
で

も
、「
骨
・
関
節
疾
患
対
策
」
を

重
要
施
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
自
分
の
骨
量
を
知
る
に
は
？
】

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
女
性
や
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
や
若

い
人
が
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
は
、
整
形

外
科
、
婦
人
科
、
内
科
な
ど
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
、
自
分
の
骨
量
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
来
年
度
も
、

住
民
健
診
で
骨
粗
し
ょ
う
検
診
を

実
施
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
た
め
に
】

　
丈
夫
な
骨
を
作
る
に
は
、
幼
少

期
か
ら
の
生
活
習
慣
が
重
要
で

す
。
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ

え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
と

り
ま
し
ょ
う
。

　
骨
づ
く
り
に
は
、
運
動
は
か
か

せ
ま
せ
ん
。
特
に
久
万
高
原
町
で

は
、40
歳
代
で
運
動
意
識
が
低
く
、

実
際
に
運
動
し
て
い
な
い
人
の
割

合
も
半
数
を
超
え
て
い
ま
す（
健

康
づ
く
り
・
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
）。
適
度
な
運
動
（
散
歩
・
家

事
・
庭
仕
事
・
買
い
物
な
ど
）
を

生
活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

がん
5.2%

精神疾患
1.6%

廃用症候群
2.4%

その他
21.4%

脳卒中
8.1%

認知症
25.8%

骨・関節疾患
35.5%

を サ ポ ー ト
青 魚 、 き の こ 類 な ど

・ カ ル シ ウ ム
強 い 骨 を つ く る
牛 乳 ・ ヨ ー グ ル
ト な ど の 乳 製 品
小 魚 、 大 豆 、 大
豆 製 品 な ど

・ ビ タ ミ ン Ｋ
骨 代 謝 を 整 え る
納 豆 、 緑 黄 色
野 菜 な ど

＜積極的に
食べたい食品＞カ

・ ビ タ ミ ン Ｄ
カ ル シ ウ ム の 吸 収

10月はがん検診受診率50％達成に
向けた集中キャンペーン月間です！

がん予防は早期発見・早期
治療が重要です！
年に１度、がん検診を受け
ましょう。

■要介護認定の原因疾患割合

〈町健康づくり・食育推進計画より抜粋〉
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※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

■お知らせ
町ではごみの堆肥化・減量に役立てていただくため、
生ごみ処理容器（コンポスト）などの購入の補助を
行っています。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL　21－1111（内線204）

11月くらしのカレンダー 休日当番医医

11月の町税等の納付
口座振替　11月27日㈪
納 期 限　11月30日㈭
納期限内に納めましょう

1 水
◆はつらつサークル／14～15時半／黒

藤川コミュニティーセンター
◆紅葉の会 in 入野福祉館／19～21時

／入野福祉館

2 木

3
文化の日

金 医 久万高原町立病院  　21-1120 　21-1121

4 土 ◆森のハーバルライフ2017／10～16
時／ふるさと旅行村

5 日 医 うつのみや内科  　21-3353 　21-3352

6 月 ◆弁護士法律相談／10～15時／久万町民館
◆司法書士法律相談／10時～正午／社協本所

7 火

8 水

9 木

10 金 ◆5歳児健診／9時～正午／久万町民館

11 土 ◆宙ガールの観測会・第6夜／19時～
／天体観測館

12 日

◆面河ふるさとまつり／9時半～15時
半／面河住民センター

◆健康はつらつフェスティバル／9時半
～13時半／面河住民センター

◆サイクルフェアin久万高原／9～15
時／天空の郷さんさん

◆スイートポテトとクッキー作り体験（要予
約）／10時～／（問）農業公園41-0040

医 久万高原町立病院  　21-1120 　21-1121

13 月
◆中性脂肪撃退講座②／10時～正午／

久万保健センター
◆インスリン節約教室②／13時半～15

時半／久万保健センター

14 火

15 水 ◆はつらつサークル／14～15時半／黒
藤川コミュニティーセンター

16 木

17 金

18 土 ◆久万美アート夜話（第65夜）／19時
～／久万美術館

19 日

食育の日
◆久万山真景絵巻ウォーキング／8時半

～／久万美術館ほか
医 久万高原町立病院  　21-1120 　21-1121

20 月 ◆心配ごと相談／9時～正午／社協本
所・社協柳谷支所

21 火 ◆紅葉の会／10時～正午／久万保健セ
ンター

22 水 ◆ソーシャルクラブ／9時半～15時半
／今治市

23
勤労感謝の日

木
◆自主企画展 シュらん2017最終日／

～17時／久万美術館
医直瀬クリニック  　31-0011 　31-0011

24 金 ◆5歳児健診／9時～正午／久万町民館

25 土 環境美化の日

26 日
◆門前市遊食祭くまくるまるしぇ／10～14時

／久万町商店街
医西本医院  　21-1135 　21-1136

27 月 ◆はつらつサークル／14～16時／黒藤
川コミュニティーセンター

28 火 ◆かむかむ教室／9時半～正午／
Happy House、NIKONIKO館

29 水

30 木
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い
わ
し
雲
そ
ろ
そ
ろ
牛
を
下
す
頃

�

稲
田　
幸
雄

寄
ら
ば
ま
た
介
護
の
話
し
秋
の
雨

�

三
好　
桂
子

大
花
野
県
境
ま
た
げ
ば
土
佐
訛
り

�

山
本
美
枝
子

猿
楽
の
発
掘
つ
づ
く
大
花
野

�

大
原　
五
月

輝
き
て
指
輪
に
ほ
し
き
イ
モ
の
露

�

松
岡
八
重
子

よ
き
事
の
有
り
て
内
輪
の
栗
お
こ

わ�

篠
崎
喜
代
子

野
良
仕
事
暑
さ
に
負
け
て
昼
寝
付

き�

山
村　
治
夫

新
樹
会

蜩
や
今
は
余
生
と
聞
き
な
が
す

�

小
森　
春
雄

飛
鳥
の
湯
新
築
な
り
て
祝
う
秋

�

鈴
木　
俊
子

大
禍
な
く
過
ぎ
て
い
そ
し
む
稲
の

秋�

田
内
冨
美
子

草
原
に
オ
カ
リ
ナ
の
音
や
い
わ
し

雲�

中
野　
　
榮

「
限
界
」
の
名
を
負
う
村
の
秋
の

暮�

岡
田
百
合
子

母
の
忌
に
合
わ
せ
る
が
如
石
蕗
咲

け
り�

長
谷　
辰
子

三
椏
俳
句
会

カ
ル
ス
ト
句
会

一
陣
の
風
に
カ
ボ
チ
ャ
の
影
絵
揺

れ�

藤
代　
恭
弘

忙
し
き
母
に
替
は
り
て
母
の
ご
と

愛い
と

し
み
く
れ
し
姉
病
み
て
衰お

と
ろ
ふ

�

東
倉
紀
美
子

唯た
だ

一
本
枯
れ
ず
に
胡
瓜
の
育
ち
た

り
二
人
の
食
に
余
る
ほ
ど
生な

る

�

松
下
や
す
子

高
原
の
夕
暮
れ
早
く
う
ら
山
で
ツ

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
に
ぎ
や
か
に
鳴
く

�

窪
田　
正
雄

明
日
は
漬
け
む
梅
の
実
笊
に
あ
げ

て
お
く
厨
に
ほ
へ
り
真
夜
の
静し

じ
ま寂

を�

尾
形　
冴
子

あ
た
ご
百
合
年
々
数
も
多
く
な
り

わ
が
家
の
庭
の
明
る
く
映は

ゆ
る

�

窪
田　
和
香

草
刈
は
明あ

し
た日
に
せ
む
か
日
は
暮
れ

ぬ
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ビ
ー
ル
を

呑
ま
う�

棟
田　
鮎
男

野
芥
子
短
歌
会

梅つ

雨ゆ

の
中
晴
れ
て
緑
風
心
地
よ
し

目
で
追
ふ
蝶
の
眠
気
に
消
え
ぬ

�

窪
田　
勝
子

コ
ン
バ
イ
ン
動
き
し
後
に
い
づ
こ

よ
り
か
虫
を
求
め
て
ト
ン
ボ
群
れ

来
る�

松
下
日
出
夫

盆
近
く
母
の
み
墓
に
幼
日
を
長
く

語
り
て
墓
掃
除
終
へ
ぬ

�

森
川　
信
子

カ
ッ
ト
　
上
沖
　
教
一

久

万
山

文

芸
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▼
今
年
も
、
下
畑
野
川
に
あ
る
農

業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア
周
辺
を
会
場

に
、
第
４
回
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
後
、
作

品
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
出
品
数

は
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
河
野

町
長
が
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
と
お

り
、
今
年
の
作
品
は
質
が
高
い
印

象
で
す
。
特
に
、
町
内
の
女
性
グ

ル
ー
プ
が
作
成
し
た
か
か
し
た
ち

は
必
見
で
す
。�

（
渡
部
）

編
集
後
記

人口（９月末現在） 前月比
男性 4,031人（13人） －6人
女性 4,554人（19人） －7人
合計 8,585人（32人） －13人

世帯（９月末現在） 前月比
4,527戸（27戸） －7戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数

人のうごき（９月）
出生 死亡 転入 転出

3人 11人 6人 11人

ここって
すばらしい！

自治会の旅　128

集落の様子

自治会の皆さん

　
宮
成
自
治
会
は
、
旧
美
川
村
黒

藤
川
地
区
の
一
番
奥
に
あ
る
集
落

で
す
。

　
国
道
33
号
線
の
御
三
戸
交
差
点

を
高
知
方
面
に
約
７
㌔
、
旧
Ｊ
Ｒ

の
古
床
駅
よ
り
左
折
し
、
県
道
美

川
・
川
内
線
を
進
む
と
す
ぐ
に
仁

淀
川
に
か
か
る
中
津
大
橋
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
橋
を
渡
る
と
黒
藤
川

地
区
と
な
り
、
５
０
０
㍍
ほ
ど

走
っ
た
と
こ
ろ
に
廃
校
に
な
っ
た

黒
藤
川
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
を
中
心
と
し
た
４
つ
の
自
治
会

の
一
番
上
に
位
置
す
る
の
が
宮
成

自
治
会
で
す
。

　
宮
成
自
治
会
は
、
ト
チ
ザ
コ

（
２
世
帯
）、
岩
ヶ
市
（
２
世
帯
）、

ト
ロ
メ
キ
（
７
世
帯
）
の
３
つ
の

伍
組
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
伍
組
の
間
は
急
峻
で
か
な
り

の
距
離
が
あ
り
、
昔
は
移
動
手
段

が
徒
歩
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
昭
和
59
年
度
に
ト
ロ
メ
キ
林

道
が
開
通
、
ほ
ど
な
く
し
て
黒
藤

川
集
落
農
道
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
集
落
の
行
き
来
や
文
書
配
布

な
ど
が
随
分
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
活
動
と
し
て
は
、
黒
藤

川
の
連
合
常
会
に
加
わ
り
、
地
元

神
社
の
夏
祭
り
、
秋
祭
り
、
公
民

館
の
盆
踊
り
、
敬
老
会
、
ま
た
５

月
と
10
月
に
は
生
活
道
の
草
刈
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
11
世
帯
、
14
人
と
過

疎
・
高
齢
化
に
伴
い
、
人
口
こ
そ

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
に
気
心
の
知
れ
た
人
ば
か

り
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
で

す
。
ま
た
多
く
の
自
然
に
囲
ま
れ

て
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
田
舎
暮
ら

し
を
満
喫
出
来
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
昔
な
が
ら
の
人
と

人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
自

治
会
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

美川地区
宮成自治会（11戸）


